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牟
田
口
義
郎

『
中
東
へ
の
視
角
』

一

　
本
書
は
、
ア
ラ
ブ
間
題
の
分
析
で
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
牟
田
口
氏
が

一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
発
表
し
た
論
稿
を
中
心
と
し
て
、
編

集
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
は
次
の
四
部
か
ら
成
つ
て
い
る
。

　
　
　
1
　
志
賀
重
昂
の
最
後
の
旅

　
　
　
皿
　
私
の
旅
の
記
録

　
　
　
皿
　
中
東
へ
の
手
が
か
り

　
　
　
皿
P
L
O
と
シ
オ
ニ
ス
ト

　
第
一
部
は
、
大
正
時
代
の
日
本
人
地
理
学
者
、
志
賀
が
行
な
つ
た
中
東
紀
行

を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
志
賀
の
中
東
情
勢
に
対
す
る
認
識
の
確
か
さ
に

今
目
的
視
点
か
ら
光
を
当
て
て
い
る
。
第
二
部
は
、
著
者
が
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
及
び
日
本
政
府
の
対
中
東
文
化
交
流
調
査
団
の
一
員
と
し
て
、
イ
ラ
ン
、
イ

ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
訪
問
し
た
際
の
、
旅
行
記
で

　
　
　
紹
介
と
批
評

あ
る
。
第
三
部
は
、
現
代
ア
ラ
ブ
諸
国
の
経
済
発
展
の
現
状
を
分
析
し
、
開
発

に
関
し
て
「
ア
ラ
ブ
の
論
理
」
と
は
何
か
を
解
明
し
て
い
る
。
第
四
部
は
、
い
わ

ば
資
料
編
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
、
P

L
O
と
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ハ
ト
派
の
間
に
行
な
わ
れ
た
和
平
交
渉
の
過
程
を
扱
つ

て
い
る
。
つ
ま
り
一
九
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
以
来
停
滞
し
て
い
た
パ
レ

ス
チ
ナ
和
平
の
新
し
い
動
向
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
特
定
の
研
究

テ
ー
マ
を
体
系
的
に
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
著
者
は
本
書
を
通
し

て
、
ア
ラ
ブ
問
題
に
な
じ
み
の
薄
い
読
者
に
、
中
東
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
、

日
本
人
は
こ
の
地
域
と
、
ど
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
に
つ
き
合
う
べ
き
か
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
ア
ラ
ブ
問
題
に
つ
い

て
の
優
れ
た
啓
蒙
書
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
著
者
の
中
心
的
意
図
で
あ
る
「
中
東
へ
の
視
角
」
に
最

も
適
し
た
、
第
一
部
と
第
二
部
を
紹
介
し
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
問
題
提
起
を

行
な
つ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

二

　
第
一
部
は
、
著
者
が
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
、
中
東
調
査

会
編
『
中
東
通
報
』
誌
上
に
断
続
的
に
連
載
し
た
も
の
の
再
録
で
あ
る
。
こ
の

第
一
部
は
本
書
の
中
の
圧
巻
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
著
者
の
中
東
研
究
に
注
い

だ
情
熱
が
見
事
に
結
実
し
て
い
る
。
著
者
は
志
賀
重
昂
を
借
り
て
、
一
九
七
〇

年
代
の
日
本
人
に
対
し
、
ア
ラ
ブ
間
題
に
つ
い
て
の
無
知
が
も
た
ら
す
悪
影
響

を
警
星
口
し
て
い
る
。

　
志
賀
重
昂
は
明
治
以
来
、
世
界
を
三
度
一
周
L
た
地
理
学
者
で
あ
る
。
志
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
（
一
四
四
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

は
そ
の
第
二
、
第
三
回
の
旅
行
を
、
『
知
ら
れ
ざ
る
国
々
』
と
い
う
本
に
ま
と

め
、
そ
の
中
で
キ
ュ
ー
バ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
チ
リ
、
メ
キ
シ
コ
、

ビ
ル
マ
、
中
東
諸
国
、
南
ア
フ
リ
カ
各
因
を
取
り
上
げ
た
。
著
者
が
こ
こ
で
参

考
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
『
知
ら
れ
ざ
る
国
々
』
中
の
中
東
諸
国
を
取
り
上

げ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
志
賀
が
現
地
に
お
け
る
石
油
事
情
の
視
察

を
中
東
旅
行
の
柱
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
る
」
た
め
に
、
今
日
的
意
義
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
著
老
が
志
賀
の
中
東
理
解
の
優
秀
性
を
強
調
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
志
賀
が

大
正
時
代
に
お
い
て
す
で
に
石
油
の
重
要
性
に
注
目
し
、
そ
の
視
角
か
ら
中
東

を
見
て
い
た
点
で
あ
る
。
志
賀
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
地
球
は
、
空
、

陸
、
水
の
三
つ
よ
り
し
て
成
つ
て
い
る
。
し
か
し
て
空
を
支
配
す
る
は
飛
行

機
で
あ
り
、
陸
を
支
配
す
る
の
は
自
動
車
で
あ
り
、
水
を
支
配
す
る
の
は
船
で

あ
る
。
し
か
る
に
飛
行
機
も
、
自
動
車
も
、
船
も
、
ガ
ソ
リ
ン
油
す
な
わ
ち
石

油
に
依
ら
ざ
れ
ば
一
寸
だ
に
行
る
能
わ
ず
。
す
な
わ
ち
石
油
な
ぎ
国
家
は
空
、

陸
、
水
に
劣
敗
し
、
こ
の
地
球
の
上
に
存
在
を
容
さ
ざ
る
に
至
る
べ
き
で
あ
る
。

（
中
略
）
し
か
れ
ぽ
将
来
の
こ
と
は
一
言
に
て
尽
く
る
。
い
わ
く
、
石
油
の
供

給
の
豊
富
な
る
国
家
は
光
り
栄
え
、
石
油
の
な
き
国
家
は
自
然
に
消
滅
す
と
。

（
中
略
）
し
か
る
に
日
本
に
て
は
現
在
の
少
々
数
な
る
飛
行
機
、
自
動
車
、
内
燃

機
関
に
消
費
す
る
ガ
ソ
リ
ン
油
す
ら
も
、
そ
の
三
分
の
一
だ
に
国
内
に
お
い
て

産
出
し
得
な
い
。
日
本
の
石
油
政
策
は
如
何
、
こ
れ
ぞ
実
に
日
本
国
家
の
生
存

問
題
で
あ
る
。
」
　
（
＋
一
～
＋
二
頁
）
　
こ
の
よ
う
な
石
油
の
重
要
性
の
認
識
の
上

に
立
つ
て
、
志
賀
は
日
本
の
石
油
政
策
確
立
の
緊
要
性
を
次
の
よ
う
に
提
言
し

た
。
「
一
、
油
が
断
ゆ
れ
ば
国
が
断
ゆ
る
こ
と
を
、
目
本
国
民
の
問
に
徹
底
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
○
○
　
　
（
『
四
四
四
）

し
む
る
こ
と
が
、
ま
ず
以
て
日
本
の
石
油
政
策
を
確
立
せ
し
む
べ
ぎ
第
一
の
手

段
で
あ
る
。
こ
、
日
本
国
内
お
よ
び
日
本
に
接
す
る
方
面
に
お
け
る
含
油
地
層

お
よ
び
オ
イ
ル
・
シ
ェ
ー
ル
に
徹
底
的
調
査
を
遂
行
せ
よ
。
三
、
ロ
シ
ア
、

ボ
ル
ネ
オ
等
よ
り
永
久
に
石
油
の
供
給
を
仰
ぐ
べ
き
契
約
を
締
結
せ
よ
。
四
、

『
石
油
以
後
の
燃
料
問
題
』
の
研
究
を
奨
励
す
べ
し
。
」
（
十
二
頁
）

　
著
者
は
以
上
の
よ
う
な
志
賀
の
提
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
現
在
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ぼ
、
半
世
紀
前
の
志
賀
の
提
言
は
、
驚
く
べ
ぎ

先
見
の
明
に
み
ち
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
す
る
。
更
に
著
者
は
、

志
賀
が
一
九
二
四
年
当
時
の
イ
ラ
ク
と
イ
ラ
ン
の
石
油
事
情
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
志
賀
ほ
初
め
に
、
当
時
世
界
一
と
い
わ
れ
た
ア

バ
ダ
ソ
の
製
油
工
場
を
見
学
し
た
。
続
い
て
、
列
強
に
よ
る
イ
ラ
ク
油
田
の
争

奪
の
経
緯
を
解
説
す
る
。
志
賀
は
現
地
視
察
の
結
果
、
中
東
石
油
の
埋
蔵
量
の

大
ぎ
さ
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
日
本
の
石
油
供
給
の
現
状
を
顧
み
て
、

次
の
よ
う
に
い
う
。
「
日
露
協
定
に
よ
り
北
樺
太
の
石
油
採
掘
権
が
わ
が
手
に

入
つ
た
り
と
て
、
鬼
の
首
で
も
え
た
よ
う
に
い
い
は
や
す
も
、
含
油
総
高
は
八

百
万
ト
ソ
、
ペ
ル
シ
ヤ
の
一
地
方
の
採
掘
高
の
二
年
三
ケ
月
に
過
ぎ
ぬ
と
は
、

あ
わ
れ
千
万
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
日
本
の
石
油
政
策
は
必
死
と
な
り
て

顧
慮
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
（
四
三
頁
）

　
志
賀
の
こ
う
し
た
石
油
に
対
す
る
認
識
は
、
著
者
が
指
摘
す
る
通
り
、
今
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
い
て
も
新
し
さ
を
失
な
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
著
者
は
、
志
賀
が
中
東
石

油
そ
の
も
の
の
豊
富
性
を
十
分
に
認
識
し
た
か
否
か
を
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
確
か
に
、
志
賀
は
日
本
の
国
家
建
設
に
石
油
が
不
可
欠
な
点
を
鋭

く
見
抜
い
た
。
ま
た
中
東
視
察
を
通
し
て
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
列
強
が
石
油
利
権
獲



得
競
争
を
行
な
つ
て
い
る
事
実
に
直
面
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち

に
、
志
賀
が
中
東
地
域
の
石
油
埋
蔵
量
の
大
き
さ
を
も
認
識
し
た
と
は
い
え
な

い
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
が
中
東
石
油
の
豊
富
性
を
発
見
し
た
の

は
、
第
二
次
大
戦
中
の
こ
と
で
あ
り
、
同
地
域
に
お
け
る
石
油
開
発
を
積
極
化

さ
せ
た
の
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
（
留
三
帥
目
ぎ
誓
名
帥
母
き
》
↓
ぎ

竃
置
輿
一
①
国
印
ω
“
　
○
一
一
㊤
昌
α
↓
『
Φ
　
O
冠
Φ
讐
勺
o
≦
Φ
『
ω
”
ω
旨
創
o
α
。
2
①
≦
磯
o
『
鮮

一
3
㊤
燭
o
『
図
目
）

　
同
時
に
著
者
は
、
志
賀
の
中
東
情
勢
に
対
す
る
認
識
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と

し
て
、
彼
が
中
東
を
「
世
界
的
関
ケ
原
」
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

志
賀
は
次
の
よ
う
に
い
ジ
。
「
敢
て
問
う
、
世
界
的
関
ケ
原
と
は
何
ぞ
、
い
わ
く

東
西
の
衝
突
で
あ
る
。
西
す
な
わ
ち
白
人
閥
と
東
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
有
色
人

種
と
の
興
廃
で
あ
る
。
」
（
三
四
頁
）
そ
し
て
欧
州
外
交
の
温
床
が
、
バ
ル
ヵ
ン

半
島
か
ら
中
東
へ
移
動
す
る
過
程
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
大
戦
役
（
第

一
次
大
戦
を
指
す
…
・
．
．
筆
者
注
）
の
結
果
、
四
大
帝
国
が
あ
た
か
も
申
し
合
わ
せ

た
る
が
ご
と
く
、
そ
ろ
い
も
そ
ろ
つ
て
滅
ぴ
た
る
以
上
、
い
か
に
バ
ル
カ
ソ
の

内
に
あ
つ
て
う
ご
め
い
た
と
て
問
題
が
拡
大
す
べ
き
公
算
が
な
く
な
り
、
バ
ル

カ
ン
の
葛
藤
は
烏
天
狗
の
蹴
合
い
に
過
ぎ
な
く
な
つ
た
。
し
た
が
つ
て
…
…
列

強
紛
糾
の
温
床
は
ア
ラ
ビ
ア
系
に
移
動
し
、
ア
ラ
ビ
ア
系
列
小
国
が
最
も
新
し

き
バ
ル
カ
ン
と
な
つ
た
。
…
…
し
か
る
に
日
本
は
同
じ
ア
ジ
ア
州
の
内
に
あ
り

な
が
ら
ア
ラ
ビ
ア
の
こ
と
な
ど
は
ま
つ
た
く
風
馬
牛
視
し
、
ど
こ
に
風
が
吹
い

て
居
る
や
と
思
い
居
り
、
相
も
変
わ
ら
ず
バ
ル
カ
ン
の
変
動
を
大
事
が
る
な
ど

と
は
、
大
小
本
末
の
別
を
弁
え
ざ
る
も
甚
し
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
六
四
頁
）

志
賀
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
、
旅
行
中
、
中
東
お
よ
び
ア
フ
リ
カ

　
　
　
紹
介
と
批
評

地
方
に
お
け
る
民
族
主
義
運
動
の
現
状
に
対
し
て
強
い
興
味
を
示
し
た
の
で
あ

る
。　

以
上
の
よ
う
に
著
者
は
、
志
賀
の
中
東
旅
行
を
も
う
一
度
自
分
で
跡
づ
け
る

こ
と
で
、
志
賀
が
発
見
し
た
二
つ
の
問
題
－
石
油
と
「
世
界
的
関
ケ
原
」
i

I
の
重
要
性
を
読
者
に
訴
え
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
「
戦
後
の
日
本
に
お

い
て
、
中
東
問
題
を
語
つ
て
志
賀
に
言
及
し
た
文
章
は
な
い
。
」
こ
の
意
味
で
、

志
賀
が
天
才
的
な
直
感
を
以
て
ア
ラ
ブ
問
題
の
核
心
を
え
ぐ
り
出
し
た
功
績
を

掘
り
起
こ
し
た
著
老
の
努
力
は
、
貴
重
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
第
二
部
の
紹
介
に
移
ろ
う
。

　
第
二
部
は
三
つ
の
章
か
ら
な
る
が
、
第
一
章
は
、
著
者
が
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
を
訪
れ
た
際
に
、
見
学
し
た
遺
跡
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
書
か
れ
た
、
考
古
学
風

の
好
エ
ッ
セ
ー
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
書
く
に
到
つ
た
動
機
を
次
の
よ
う
に

語
つ
て
い
る
。
「
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
…
－
は
、
世
界
一
の
一
人
当
た
り
国
民

所
得
を
持
つ
と
い
う
純
粋
な
成
金
国
家
で
す
け
れ
ど
も
、
考
え
て
み
ま
す
と
、

単
に
黒
い
黄
金
だ
け
に
よ
る
国
家
で
は
な
く
て
…
…
縦
の
深
い
歴
史
を
持
つ
て

い
る
。
」
（
二
天
頁
）
つ
ま
り
著
者
は
、
ア
ラ
ブ
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

単
に
現
象
面
の
把
握
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
深
い

理
解
が
先
行
す
べ
ぎ
だ
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
こ
こ
に
は
著
者
の
中
東
研
究
に

対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
う
L
た
前
提
に
立
つ
て
、
著
者
は
次
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の

考
察
を
進
め
る
。
第
一
は
貿
易
ル
ー
ト
と
い
う
点
か
ら
見
た
ウ
ム
・
ア
ル
・
ナ

ー
ル
文
化
で
あ
り
、
第
二
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ

ド
を
中
心
と
す
る
ア
ラ
ブ
の
大
航
海
時
代
の
盛
衰
で
あ
る
。
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四
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紹
介
と
批
評

　
第
一
の
ウ
ム
・
ア
ル
・
ナ
ー
ル
文
化
は
、
ア
ブ
ダ
ど
周
辺
唯
一
の
先
史
文
明

の
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
円
形
古
墳
か
ら
、
こ
の
地
は
先
史
時
代

に
お
い
て
、
シ
ュ
メ
ー
ル
、
イ
ン
ダ
ス
と
い
う
二
つ
の
文
明
を
結
ぶ
海
上
貿
易

の
中
継
地
点
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
か
つ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
地
に

住
ん
だ
民
族
は
、
古
代
オ
マ
ー
ソ
人
の
文
化
を
継
承
し
て
お
り
、
こ
の
オ
マ
ー

ソ
で
産
出
さ
れ
た
銅
を
シ
ュ
メ
ー
ル
に
運
ぶ
上
で
、
カ
ッ
パ
ー
・
ル
ー
ト
の
中

継
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
彼
ら
は
『
方
で

こ
の
よ
う
に
貿
易
に
従
事
し
な
が
ら
、
他
方
で
漁
業
や
牧
畜
を
行
な
つ
て
、
多

角
的
な
生
活
様
式
を
持
つ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
四
〇
〇
〇
年
以
上
前
の
ア
ブ
ダ
ビ
の
文
化
状
況
を
再

現
す
る
。
そ
れ
は
考
古
学
の
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
業
の
域

を
出
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
章
は
、
著
者
の
中
東
に

対
す
る
縦
横
無
尽
な
関
心
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
牟
田
口
氏
の
問
題
関
心
の
中

に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
文
化
に
対
す
る
飽
く
こ
と
の
な
い
探
求
心
が
大
き
な
部
分
を

占
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
章
の
残
り
の
部
分
で
は
、
ア
ラ
ブ
の
大
航
海
時
代
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま

ず
著
者
は
、
従
来
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
に
よ
る
「
地
理
上
の
発
見
」
の
一
つ
と
見
な
さ

れ
て
い
る
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
イ
ン
ド
洋
航
路
発
見
に
対
し
て
、
疑
問

を
投
げ
か
け
る
。
中
世
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
東
シ
ナ
海
に
か
け
て
は
ア

ラ
ブ
の
海
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
著
者
は
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
ア
フ
リ
ヵ
東

海
岸
で
イ
ン
ド
行
き
の
た
め
に
、
優
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
人
の
水
先
案
内
人
を
雇
つ

た
事
実
を
指
摘
す
る
。
彼
は
ラ
ス
ー
ル
・
ハ
イ
マ
（
現
在
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
加

盟
国
）
出
身
の
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
で
あ
つ
た
。
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
は
高
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
（
一
四
四
六
）

の
航
海
術
を
使
つ
て
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
一
行
を
カ
ル
カ
ッ
タ
ヘ
導
い

た
。
著
者
は
こ
う
L
た
事
実
を
つ
き
と
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ヴ
ァ
ス
マ
ダ
・

ガ
マ
が
ア
フ
リ
カ
沿
岸
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
航
海
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ド
の
功
績
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
。　

し
か
し
著
者
が
、
こ
う
し
た
素
材
を
用
い
て
読
者
に
訴
え
か
け
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
中
心
的
歴
史
観
の
修
正
の
必
要
性
で
あ
る
。
著
者
は

次
の
よ
う
に
い
う
。
「
コ
・
ン
ブ
ス
と
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
、
そ
れ
か
ら
マ
ゼ

ラ
ン
の
世
界
一
周
な
ど
に
よ
つ
て
人
類
の
大
航
海
時
代
が
始
ま
る
な
ん
て
言
わ

れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
人
類
じ
や
な
く
て
、
単
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
航

海
時
代
で
あ
る
。
彼
ら
以
前
を
見
ま
す
と
、
こ
の
イ
ン
ド
洋
に
は
イ
ス
ラ
ム
商

人
に
よ
る
大
航
海
時
代
が
あ
つ
た
。
」
（
二
二
頁
）
こ
の
た
め
、
ア
ラ
ブ
の
大

航
海
時
代
に
関
す
る
記
述
は
、
お
お
む
ね
ヨ
ー
・
ッ
。
ハ
中
心
史
観
を
修
正
L
よ

う
と
す
る
視
点
に
立
つ
た
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ダ
ル
ド
ー
、
ラ

ク
チ
ュ
ー
ル
共
著
『
シ
ン
キ
p
ウ
首
長
団
』
（
O
筈
ユ
巴
ご
貧
鼠
鼠
」
Φ
讐

ピ
8
2
9
憾
《
国
目
ぽ
讐
ω
ぎ
マ
品
8
》
の
①
乱
一
”
勺
貫
ぴ
お
謂
）
で
あ
る
。

　
第
二
部
の
第
二
、
第
三
章
は
、
著
者
が
一
九
七
六
年
に
日
本
政
府
の
対
中
東

文
化
交
流
調
査
団
の
一
員
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
視
察
し
た
際
の
、
視
察
報

告
で
あ
る
。
ま
ず
著
者
は
、
目
本
の
対
中
東
認
識
の
現
状
を
次
の
よ
う
に
捉
え

る
。
「
わ
が
国
は
相
手
を
知
ろ
う
と
し
な
か
つ
た
し
、
ま
た
国
情
を
相
手
に
知

ら
せ
る
こ
と
も
怠
つ
て
来
た
。
日
本
人
の
心
理
的
地
図
か
ら
い
え
ば
、
中
東
は

ア
フ
リ
カ
と
と
も
に
、
世
界
で
い
ち
ば
ん
遠
い
地
域
だ
つ
た
。
」
　
（
＝
二
〇
頁
）

こ
う
し
た
現
状
把
握
は
、
文
化
交
流
史
的
考
察
に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
著



者
は
小
林
元
『
中
東
と
回
教
圏
と
の
文
化
交
流
史
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
日
本

人
の
対
中
東
認
識
は
歴
史
的
に
浅
く
、
明
治
以
後
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て

さ
え
無
関
心
状
態
が
続
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
で
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
い
か
に
改
善
し
た
ら
よ
い
か
。
著
者
は
次
の
よ
う

に
い
う
。
「
行
動
の
実
を
あ
げ
る
に
は
、
相
手
の
国
情
を
知
り
、
そ
の
要
望
に

こ
た
え
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
各
国
の
高
官
た
ち
と
会
つ
た
結
果
再
確
認

し
た
こ
と
は
、
国
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
で
あ
り
、
そ
の
た
め
彼
ら
の
文
化
意

識
の
中
で
は
教
育
問
題
が
大
ぎ
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
（
中
略
）
高
等
教
育
、

と
く
に
技
術
の
習
得
が
若
老
に
も
つ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
」
（
二
三
頁
）

つ
ま
り
目
本
は
各
国
の
国
家
建
設
に
必
要
な
技
術
教
育
に
対
し
て
、
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
更
に
著
者
は
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
留
学
生
の

た
め
の
帰
国
後
の
く
ア
フ
タ
サ
ー
ビ
ス
V
の
必
要
を
挙
げ
て
い
る
。

　
最
後
に
著
者
は
、
国
家
的
政
策
と
し
て
文
化
交
流
を
推
進
す
る
上
で
、
「
文

化
外
交
」
を
確
立
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
文
化
外
交
と

は
、
政
府
首
脳
の
大
き
な
政
治
的
決
断
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
あ
つ
て
こ
そ
、
具
体
的
な
交
流
に
必
要
な
充
分
な
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
著
者
の
文
化
交
流
促
進
に
つ
い
て
の
論
点
の
中
で
も
、

最

も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
　
　
三

　
以
上
か
ら
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
『
中
東
へ
の
視
角
」
を
持
つ
て
い
る
か
が
、

明
ら
か
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
ア
ラ
ブ
問
題
の
現
状
分
析
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
部
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ

　
　
　
紹
介
と
批
評

は
、
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
強
い
関
心
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
部

第
一
章
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
視
角
は
、
著
者
の
研

究
の
中
に
常
に
並
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た

本
書
は
、
日
本
人
が
対
中
東
認
識
を
深
め
る
上
で
、
好
個
の
入
門
書
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
二
年
、
二
九
八
頁
）
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